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P R E S I D E N T  I N F O R M A T I O N
会 長 イン フォメー ション会 長 イン フォメー ション

会長：吉羽　潤司

Rotary International
District 2660 事務所：〒540-0001　大阪市中央区城見2丁目2番22号

　　　　ホテルモントレ　ラ・スール大阪
電話：06-6937-8171 ファックス：06-6937-8011
例会日：毎週火曜日　12時30分／例会場：ホテルモントレ ラ・スール大阪
会長：吉羽 潤司／幹事：中森 恭平／SAA：稲垣 良二
電子メール：rcosatrm@cf.mbn.or.jp
ホームページ：https://rc-osaka-tsurumi.jp/

大阪鶴見ロータリークラブテーマ 「 Refine　より良いクラブへ 」

環境月間

前回例会にて会員の皆様にお願いしました鶴見RC40周年記
念事業の日本語作文コンクールの製本化において、最優秀賞の
選び直しを実施する件につき、大草会員より早速、審査の結果
をご提出して頂きました。早いご対応に感激しました。誠にあり
がとうございます！　皆様も早めのご提出のほどよろしくお願
いいたします。
さて今日は、記憶不足から出典元を明らかにできず申し訳な

いのですが、昔読んだ本で面白かったことをお話します。日本と
ドイツは自動車メーカーの強い競争力に代表されるように製造
業の強い国と言われております。その共通点は何でしょうか？
　手先が器用だから？　真面目な国民性？　それもあるかも知
れませんが、社会制度もしくは文化からか ”長子相続”という特
徴において共通点があるとのことです。長男以外の次男三男等
はほとんど何も相続できず、長男がほぼ全ての財産を相続する
文化であるということですが、この結果、資本が分散せず集中
しなかったことが、工業を営む上で必要な設備投資に向けた資
本が確保でき、製造大国になれたという説です。社会の慣習、
制度がその後の経済の個性に繋がっている点が面白いと思い
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ました。
最近の２国の製造業大国ぶりを比較してみると、2000年

頃までは両国の輸出額は大体4,000～6,000億ドルでドイツ
が多いものの”ほぼ拮抗”していると言える位でしたが、現在
の輸出額は日本7,500億ドルに対してドイツ1兆6,700億ドル
と２倍以上の差がついています。人口規模から考えてもこの
４半世紀でかなり差がついたことが分かります。これは超円
高の時代に日本が海外に生産拠点を移したことに対して、ド
イツは生産拠点を海外に移すことは比較的せずに製品に付
随する周辺サービスを拡充することで乗り切ったそうです。

クラブフォーラム
国際奉仕部門夜例会

（2ページに続く）

具体的には短納期を磨いたり、
出荷後の製品サポートを拡充する
など。その結果、SAPという製造
業におけるＩＴの優良企業が育っ
たことなどにも繋がっています。
取り巻く環境としてドイツはユー
ロ圏にいて通貨ユーロを使え通貨
高に巻き込まれにくかった点、隣
国と陸続きで輸出入コストが比較

的低い点など日本とは環境が違うことも大きいと思いますが、
今後に向けて参考にできればと思います。



（１ページより）

累計　￥162,000.-￥13,000-　　　　　

委員　小栗　隆

広 瀬 会 員 先週と今日の二週連続で出席したら、雨です。み
んなに何かあったかと聞かれています。何もな
いです。

小 栗 会 員 秀島さん　お待たせいたしました。
よろしくお願いします。

小 林 会 員 やっと体調快復しました

秀 島 会 員 区民まつりから約半年、金魚が4匹ともすくすく
大きくなっています。
いささか　もて余し気味、ご希望の方ありません
か？

P4-5  [RI] ステファニーRI会長のメッセージ。
「一つの小さな行動」と題し「水と衛生月間」にちなみ、
ドミニカ共和国での浄水器の設置でのロータリーマ
ジックを述べています。 

P14-17 2025-26年度RI会長、マリオ・セザール・マルティンス・
デ・カマルゴ氏の紹介がされています。

P39 [RI] ロータリー財団管理委員長からのメッセージ。
「半分満たされたコップ」　安全な水を利用できない人
は20億人、安全な衛生設備を利用できない人は36億
人に上ります。3月はクラブやロータリー財団を通じ、水
と衛生の改善に焦点を当てる月です。
P39には、2025年カルガリー国際大会の紹介がありま
す。「カルガリーで多くの『初体験』を！」　前回の国際大
会初参加者は「人生で初めて、たった6日間で25人もの
友人ができた。ロータリー国際大会は人生を変えるも
のです。」

p4-8 には、[SPEECH]　　各地で行われた講演を紹介して
います。
犯罪コメンテーター・元警察官 佐々木成三さんの「財
産と命を守る防犯マニュアル　-進化する特殊詐欺の
犯罪手口-」

p9-12 [この人　訪ねて]　一人のロータリアン・ロータアクタ
―にスポットをあてて紹介。
「『情』と『理』のバランス生かして続けるフードロス、障
害者アート、後進育成」と題し岡山西RCの平野幸司さ
んが紹介されています。

p16-24  [にっぽんふうど]　
地域を通した食文化・お酒等を紹介。
今月は広島・山口・岡山など瀬戸内海周辺を紹介
P14-15 [ロータリー俳壇・歌壇・柳壇]　大阪中央・川
崎 壽さんの和歌が掲載されています。

水 間 会 員 先週日曜日に、多分ノロウイルスの胃腸炎にか
かり例会を欠席しました。嫁さんにも感染し、大
変な1週間でした。
現在　大流行のようです。皆さんもお気をつけ
下さい。

累計　￥354,000.-￥11,000.-

担当：小栗会員

来週火曜日はカイツブリ会です。
会場はアートレイクゴルフ倶楽部です！参加の皆様、宜しくお

願いします！
先週4日に開催された理事会・次年度理事会の決定事項をご

案内します。

「Rotary ロータリーの友」2025年3月号の記事よりご紹介さ
せていただきます。

縦組ページをご紹介します。縦組みページでは日本のロータ
リーが各地で行っている講演や例会スピーチ、ロータリアンの
紹介や寄稿文などで構成されています。

皆様、ロータリーの友をぜひじっくりお読みください。皆さん
にとって役に立つ情報がきっとあるはずです。

■今年度理事会
　□40周年事業について
　・記念式典に向けて役割担当委員長が決定しました。
　・式典への案内者（地区役・IM3組会長、他、27名）
     に向けた案内文の内容を決定しました。

　□その他
　・3月25日夜例会の参加費用を4,000円にすること
     を承認されました。
　・4月8日の小栗会員担当のクラブフォーラム（青少
年奉仕部門）を「旅行会社から見た現在の教育現
場と修学旅行の状況、そして子供たちは」と題して
卓話頂くことが承認されました。

■次年度理事会
　□次年度例会開催スケジュールはアンケート結果も踏ま
え、例会開催は3回／月とし、夜例会を毎月開催すること
が承認されました。

「ロータリーの友」 3月号 記事紹介
広報・IT・会報・雑誌委員会報告

幹事報告 幹事：中森　恭平

3月11日【1858回】

会員数　 　 　 　 2 7 名
（内出席規定免除  8名）

出席会員   16名中 12名

出席免除会員  8名中  4名

休止会員 　　　　　3名

出 席 率 12/21 80.00%

ビジター　　　　 0名

ゲスト　　　　　 0名

出席総数　　　　 16名

前々回  18/21 Ｍ/Ｕ 2名

修正出席率 2月18日 76.19%



担当：西野会員

災害が起こる前の備えのはなし
講師：鶴見区役所市民共同課

防災担当　前田様

担当：藤井会員

当日配布の資料をご熟読下さい。

１日あたり３リットル必要（調理などに使用する
水含む）　　普段どのくらい飲んでいますか？

卓 話

用意しておくと良いもの
飲料水

お風呂に入れない時に
手洗い、顔洗いに

ウエットタオル・ティッシュ…

情報の収集に

トイレの吸水
防寒など

モバイルバッテリー
携帯ラジオ………………

レジ袋
新聞紙……………………

断水になれば自宅のトイレが使えなくなります。
トイレの対策をしておきましょう。
携帯トイレはいろいろなタイプのものがあります。
簡易トイレ　携帯トイレ
携帯トイレはホームセンターなどで購入できます。

携帯トイレ（災害用トイレ）

ガスが供給停止の時に役立ちます。
お湯が沸かせることでいろいろなものが食べられます（イン
スタントラーメンなど）
1本で約60分使用可能
ガスが復旧するまで1か月ほどかかる場合があります。
（20本くらい必要）
カセットコンロの使用期限は約10年/カセットボンベの使用
期限は６～７年

カセットコンロ・ボンベ

食器に被せて使えば洗う水の節約に、身体に巻いての防寒
対策に、生ゴミやオムツなどを包んで防臭対策に、丸めてス
ポンジ代わりに。
他にも様々な使い方があり、災害時に役立ちます。

食品用ラップ

停電時には灯りが必要です。（LEDランタンがおすすめです）
LEDランタン

食料も３～７日分は備えましょう
被災地では野菜・肉・魚が届きにくいで
す。できるだけ栄養バランスも考えておき
ましょう。

食料（非常食）

飲料水以外にも水が必要

非常食の備蓄方法

（参考）４人家族の場合
  １人１日３リットル×４人分×７日分＝84リットル
２リットルペットボトル４２本＝６本入りの箱が７箱
置き場の確保が難しいときは、最低でも３日分は用意しま
しょう。

●生活用水
手洗いやトイレ（使用可能な場合）、食器類の洗浄等
1日につき１人あたり １０～２０ℓ必要
これだけの水を準備しておくことは大変なので節水につなが
るものを用意しておきましょう。

① 備蓄の食料・水を少し多めに用意
② 定期的に古いものから順番に食べる
③ 食べた分を買い足す

ローリングストックを活用しましょう。

ローリングストックのメリット
〇賞味期限が1年と考えれば、選べる非常食の幅が広がる。
〇定期的に食べることで自分の好きな非常食を備蓄できる。
好きな食べ物を食べられることは、ストレスの軽減にも
なり、被災生活で重要なポイントとなります。

●室内照明として部屋全体を照らします。
 （懐中電灯では1箇所しか照らせません）

●火事の危険がありません。
（ろうそくは余震で倒れて火災の危険があります）
各部屋に１つが理想ですが、特に必要なところに置ける
よう揃えておきましょう。

その他




